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早稲田大学

東久留米稲門会
年一回発行

夫先軍ふたりがいた!!

東久留米ゆかりの“稲人"を追跡

早稲田大学の前身東京専門学校が創立 (明 治 15年-1882年)された翌々年の明治 17年 (1884年)に
第一回「得業生」12人 が世に送 り出された。早稲田NEXT1 2 5が 開幕 して 2年 目。早稲田大学は、過去

126年の間にほぼ 60万人の卒業生を輩出している。

わが町東久留米からは、いつ幾人の卒業生が世に送 り出されているのだろうか。そして東久留米ゆかり

の第 1号卒業生はどうい う人なのだろうか。そんな興味の湧き出るままに資料、ロコミを頼 りに追跡・取

材を試みた。結果、二名の大先輩の存在に辿 り着いた。以下はこの先人たちの足跡のあらましである。

初代東久留米市長 藤井顕孝氏

後に市内大門町にある浄牧院第 31代住職に就き、東久留米市初代の市長 ともなった藤井顕孝氏は

大正 9年 (1920年 )早稲田大学文学部史学科に入学、同13年卒業している。大学では世界史を専攻

するが、仏教への志も高く、印度よりの仏教伝来につき意欲的に研究 した。一方、教育に関しても鋭

い考察を加えていた。

藤井顕孝氏は明治 30年 (1897年 )徳山市に生まれ、幼 くして

仏門に入る。 1日 制徳山中学時代に福田寺 (徳 山市)に移 り、天寧寺 (尾

道市)に て岡田大豊老師に師事 した後、 19歳で天徳寺 (福 山市)の住

職となった。

大正8年 に上京 し、新宿の天龍寺や杉並の宗泰院に身を置き修業 し

なが ら早大に通学 した。新宿 4丁 目に現存する天龍寺には昨年 5月 、

当稲門会ウォーキングを楽しむ会が奇しくも訪れている。

昭和元年(1925年 )、 東久留米・浄牧院第31代住職に就任、予てより

子弟の教育に関心が高かった氏は昭和5年 (1930年 )に 浄牧院女子工芸

学園を創設した。また鉄道省嘱託教習所講師、府立第六中学校 (現都立

新宿高校)教諭、私立世田谷中学 (現私立世田谷高校)教諭、駒澤大学

講師など教鞭をとり、多い時には一日に数校講義をかけ持ちした。仏教

大経典となる 「大正新修大蔵経」 (全 100巻)編纂にも参画している。

昭和 12年 (1937年 )、 日中戦争勃発に伴い、華北へ従軍僧

(宣撫官)と して赴任、一時国籍を離れて、親 日政権をつくった江

兆銘の信任の下、山西省政府教育顧間、中華民国新民会厚生部次長、

華北合作社事業総会常任監事、新民学院大学教授などを歴任 した後、

昭和 22年天津より佐世保に復員。久留米村に帰省の日、ヨレヨレの

背広を着て浄牧院本堂前で合掌 している人がなんと吾が父だったと

この時の様子を子息の第 32代現住職藤井猷孝氏 (元 東久留米市選
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挙管理委員長)は述懐 している。

昭和27年、サ ンフランシスコ平和条約の発効で戦犯指定が解かれ、浄牧院住職の傍 ら早稲田予備

校・錦城予備校講師、大泉高校PTA会長などを兼任 し、久留米町教育委員長を経て昭和 38年 東久

留米町長になつた。昭和 45年には市制を施行 し初代市長 となった。町長・市長 と一貫 して理想的住

宅都市の建設を標榜 し、ひば りが丘、上の原をは じめとする大型団

地招致による急速な人口増加に対応 して、小学校など各種インフラ

の整備に心血を注いだ。 日本一大きかつた町・久留米町を東久留

米市に昇格させた功績は大きい。

3期 に亘った町長/市長を 50年 1月 に辞任、53年 10月 波乱

の生涯を終えた (享 年 83歳 )。

(昭 和 45年 (1970年 )11月 、第一回早大ホームカミング

デーが開かれたが、顕孝氏が出席されたかどうかは定かではない。)

顕孝氏は「安居楽業」を人生の銘とし、マン ドリンを爪弾 くのを趣

味としていた。根っか らの甘党で大福餅が大好物。市長時代、酒席でも一切アルコール類を口にせず

清涼飲料 しか飲まなかったため、市職員か ら “ジュース市長"と 呼ばれていたと現住職藤井猷孝氏

は笑いなが ら語ってくれた。

三多摩村議会議長会会長 村野七次郎氏

明治 35年 (1902年 )、 村野家 4代 目当主・七次郎(幼 名・七之助)氏が生まれた。この年は、まさ

に東京専門学校が発展して改称された「早稲田大学」の開校の年である。

村野七次郎氏は村立久留米尋常高等小学校尋常科6年、同高等科1年 を経て、大正 7年 4月 に早稲田実

業学校に入学、同11年 3月 同校を卒業。次いで同年4月 、早稲田大学法学部に進学した。(顕孝氏より2年

後の入学である)。 当時、既に三多摩地区には府立第二中学校があり、地区内の裕福な家庭の子弟は多くそ

れに入学したが、氏は官学を嫌い、かつ実学を尚つとしとして早実を選んだ (同 氏家人談)。

早大入学前後、村野七次郎氏は克明に日記を書き綴っている。往時の学生

生活模様、学生気質をそこに垣間見ることができる。

当時のありようとして、学生は親元を離れて下宿するのが当たり前であった。

久留米村柳窪の実家から通学しようにも国分寺～川越間の汽車があっただけで、

武蔵野線は遠く、西武電車はまだなかった。

氏は早実時代か ら若松町、馬場下などで下宿生活を送っている。 授業の休

講のときなどは、戸山ヶ原、新宿、神楽坂などを散策 し、時には銀座まで足を

延ばした。休 日には、武蔵野館、牛込館、さらに浅草で活動写真を見、菊人形

などの催物を楽しみ、早大正門通 りに現存するレス トラン「高田牧舎」を愛用

し、カフェで茶を飲んだりした。

村議会議長時代の村野七次郎氏
大正 11年(1922年 )1月 10日 、大隈重信侯が逝去された。

村野氏はこの時の心情を感情の赴 くままに日記に書き記 している。(原文

のまま。判読不能な箇所は、・・・・。とした)

『 1月 10日  晴天無情―悲哉 余の崇拝措 く能わざる

天下、否全世界の巨偉人一大限遂に逝 く。・。政治界の王、維

新の天動、稀世の教育家、東西調和論者、実業界の巨星―

皇室中心主義者、外人の侶伴たり。好々爺・侯の一生涯は波

乱そのものであった。往人望溢れて中外までも、英魂眠るも

雄弁一 口舌開き得ずとも故人の偉業各種は無窮たること疑

いなし。されど学園の蒙る損害は消極的積極的に甚大たるは

何人も想像する処なるべし。偉人の永眠の日 雨は降って木々

に花をさかせた記念すべき日も 悲 しき日 無情の日』

早大時代の藤井顕孝氏 (左端 )
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『 1月 17日 (大 葬の日) 巨人の魂再び帰 らざるの日、日比谷へ。

民衆も早朝か ら日比谷へ押 しかけた。鶴巻町の交番の近 くに清列

した。もう9時 は過ぎた。ふ と右に目をやれば偉人侯大限の柩が静

かにモーターによって近かず くではないか。・、最敬礼は沈黙の中

に続 く人の流れは或いは走 り或いは止まって…愛児の学生生徒は

最愛崇敬の厳父を失い…、雪舞い風悲 しき日、前例なき国民葬、

この盛儀、王侯より魚屋まであらゆる階級の民衆に弔われ…護国

寺へ…』
大隈侯葬儀 日比谷公園を埋めた会葬者

同年、父君第三代七次郎が逝去 し、氏は襲名して第四代七次郎となる。親族会 (当 時)よ り、当主は家に留

まるべしとの指示があり、早大を中途退学して家業に就くことになる。尤も、実務修業のため、一時所澤銀行

(の ち三菱銀行に吸収さる)に 入行、国分寺支店に勤務した。所沢町にあった野球クラブに参加して、二塁手

を務めたのもその頃であった。

村野氏の生家

昭和4年 4月 久留米村村会議員選 に出馬、27歳 で初当選を果

した。しかし議員歴は長からず辞職して家業に専念し、終戦に至る。

戦後の地方自治法に基づく新 しい自治体の発足に際して、行政

を監視する議会こそが民主主義の根幹であるとの考えに立って、新

しい村議会に議席を得、初代議長となり二期を勤める (村長には多

聞寺住職・番場憲隆氏を擁立した)。 三多摩地区の村議会議長会が組

織されたときは、推されてその会長となった。

村野氏は 珠算、書道に秀で、持ち前の鷹揚さと人懐 こさとで、

「天神前の旦那」(天 神前は村野七次郎家の屋号)と 呼ばれ、村民

はもとより近隣の人士にまで親しまれた。

久留米村が町制に移行した年。昭和 31年 (1956年 )、 54歳の若さで生涯を終えている。

村野氏の生家は柳窪に現存している。武州世直し一揆で受けた柱の刀傷がそのまま残されており、市内外

より多くの見学者が訪れている。平成 16年 11月 、当稲門会の郷土研究会も郷土歴史を探る一環として当

地を訪れている。

<早大先輩に当たる顕孝氏とは一時期学園で、期を一にしているが、当時東久留米稲門会は存在せず両者の

親密な交流は見られない。>

人隈資信総長署名の修業証音

今回の先達探索で、興味深い資料にめく
゛
りあった。

市内神宝町に在住する矢部不三雄氏 (東 久留米稲門会会員。昭和27年・教卒)の実父・矢部孝

造氏は大正 5年 (1916年 )に 早稲田高等学院に入学、同7年 に早稲田大学文学部英文科に進み

同11年 3月 卒業 している。上述の藤井顕孝/村野七次郎両氏より早稲田の先輩に当たるが、本人

は東京市牛込区天神町の稲人にて、東久留米にはゆか り

はない (子息の不三雄氏が東久留米に居を構えたもの)。

藤井/村野両東久留米ゆかりの大先輩の早稲田時代に近

接する早稲田の様子を示す貴重かつ興味深い資料が息子

の矢部不三雄会員によって保管されていた。往時の参考

に供したく、これら資料の中から大限重信総長/天野為之

学長連名の修業証書 (早稲田大学高等予科第二部)の 一

葉を借用して右に掲載した。
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もう半世紀以上も前になるが、早大受

験のため初めて上京 した冬の 日のこと

が忘れられない。

東京駅 に着いて東海道線か ら山手線

にホームを移動、やがて電車がきて扉が

開き、一歩車内へ。そのとたん、私は思わ

ず驚きの声をあげた。「えっ、なんだ、こ

れは !」 。窓を背に座った 7、 8人 の乗客

の顔が、みな同じにみえたのだ。わずか

数秒、いや、ほんの一瞬だったかもしれ

ない。できたての“おのばりさん"の幻覚か。

いちど深呼吸をし、改めてじっと目を凝

らす。なんだ、若い人もいる。年配者もいる。

女性 もいる。ホ ッとして、吊 り革に手を

伸ばし、さて、さっきの「みな同じ顔」は

何だったのかを考えた。そ うか、郷里の

岡山で進駐 してきた米軍のGIが 何人か

並んでいるのを初めてみたとき、やっぱ

り連中、みんな同じ顔だつた。アメリカ

の文化、東京の文化、それぞれの文化圏

がつくる同じニュアンスの顔 というの

があるんだな。以来、電車のなかや街頭で、

人をみるのを楽 しむようになった。アル

バイ トでもマン・ウオッチングに精を出

す自分に気づいて、人知れず苦笑した。

名書きをしてお り、この 日、たまたま余

った帯封の束をもっていた。それを小さ

くちぎって、5階か らデモ隊に向けてば

ら撒いた。デモ隊は隊伍を崩 してそれを

拾っていた。「オレにも撒かせろ」という

学生もいたようだ。

デモ隊は去 り、学生はまたいつものよ

うに仕事に。ところが、50代 の恰幅の

いい男が私たちの部屋にやってきて、い

まビラを撒いた者は手を挙げろという。

むろん、私は挙手。少なくとも、もう 1本

手が挙がってもいいはず と思ったが、挙

がらなかった。“50代 "は 同社の保安課長c

保安課の部屋で、「あのビラが、保守系の

政党か ら立つ うちの会長の顔 に泥を塗

った。即刻やめてもらいたい」。なるほど、

いわれてみればその通 り。「文句はあ り

ません」と部屋を出ると、秘書課長がそ

こにいた。「きみの仕事は秘書課の仕事。

急にやめると暮 らしにも困るだろう。こ

れは少額だがもっていきなさい」。一旦

は辞退 したが、結局はもらってしまった。

そ こか ら引き下がろうとすると、こんど

は若い社員が呼び止める。「早稲田にア

ルバイ ト求人の電話をしたのは、この私。

そのなかか ら君のような学生が出て、私

の面目は丸つぶれだ」。そのあと、バイ ト

仲間に挨拶をして帰ろうと部屋に戻ると、

そこにもいました、秘書課の老嘱託。

「あんた、今 日はお とな しく帰って くれ

るんだろうね」。

「もちろんです。無思想学生、オッチ ョコ

チョイのチョイ、ご迷惑おかけしました」

大
学
四
年
　
田
無
の
下
宿
に
て

4

わが早稲田時代

大学では、教室よ り、文学部地下にか

よった。そ このアルバイ ト募集の掲示を

みるためである。在学中はず うっと、バ

イ トに明け暮れた。後年、「大学時代、き

みの専攻は何だつた ?」 と問われると、

答えはいつ も決まっていた。「専攻はア

ルバイ トです」。

大学 1年 の11月 、ある大手企業の会

長が国政選挙の全国区に立つという。つ

いては早稲田の学生30人 ばか りがきて、

新年の年賀状 10万 枚の宛名を墨書 して

ほしい、という求人があつた。同社の本

社ビル・5階で仕事をはじめたが、12月 に

入るとす く
゛
、そのビルの下をボーナス増

額を要求する官公労のデモ隊がとおった。

バイ ト学生はいっせいにデモ隊をみよ

うと 5階 の窓際に張 り付いた。私は、そ

のころ自宅でも、ある業界紙の帯封の宛

■陶L白腱

「
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というと、過激な左翼学生と警戒 していた

嘱託はすっか り安心。
「そうか、そうか、じゃあお別れに一杯やろう」

と本社裏の居酒屋に誘われた。

バカな失敗をしでかしたが、サラリーマン

社会の一端を垣間見ることができた。帳尻は

合 うなと、どこまでもおめでたい私は、そ う

考えることにした。これには、さらに後 日談

がある。大学 3年 のとき、東京駅の地下道を

歩いていると、「やあ、あのときはすまなかっ

たなあ。一緒にビラを撒いたのはオレだよ」

という男に出会った。露文科の卒業だそうで、

たぶん左翼系の組織で働いているのだろう

と察 しはついたが、興味はなかったのでたし

かめてもみなかった。

大学 4年 になると、もう体はボロボロ。体

重はなんと42キ ロ (現在、63キ ロ)。 風呂

に入ると体が浮いた。風が吹くと飛ばされた。

実家に帰って卒業式にも出なかった。

振 り返って想うのは、「早稲田即是空」――。

4年 間の学生生活は、ただただバイ ト三味。

フリーターのようにいくつも仕事 を漂流 し

なが ら、社会のさまざまな局面をみた。人間

の現場をみた。胸中、“書斎派"と はちがう“フ

ィール ド派"と してのひそかな自負のような

ものがないでもなかった。が、しか し学生 と

してはまぎれ もな く空虚、空漠、空洞の「空」

でしかなかったことは否めない。

それ と、もうひとつ、こんな無頼の徒を特

別 とがめもせず、また放逐 もせず、世に出し

た早稲田のおお らかな度量、無類の包容力。

これ こそ天空海闊の「空」ではないか。年齢を

かさね、時間的に早稲田が遠 くなればなるほ

ど早稲田讃歌の「空」への思いは、ますます深

まるのである。

東久留米稲門会小史散歩 (その四)

特異な女性サークル・郷土研究会の歩み

東久留米稲門会は特異な女性サークル部会を発足させ、女性会員独 自で或は主催で多分野で

活動している。

平成8年 5月 の野崎美術館を皮切 りに、飯能ハーブ園 (同 11月 )、 山崎バン・ガス資料館 (9年 5月 )、

ダニエル・ゲーテと横山幸雄デュオ リサイタル (同 11月 )、 早大キャンパスツアー (10年 5月 )、

昭和記念公園バーベキュウ会 (11年 と15年 の10月 )、 北山公園 (12年 6月 )、 いわさきちひろ館 (12

年11月 )、 亀戸藤の花園 (13年 5月 )、 江戸博物館ポンペイ展 (同 10月 )、 小江戸川越ぶ らり(14年 11

月)、 唐沢博物館(15年 5月 )、 大多摩ハムエ場(同 11月 )、 明治神宮(16年 6月 )、 音羽鳩山館(17年 6月 )、

牧野記念公園(同 11月 )、 シチズン田無工場(18年 11月 )、 府中サ ン トリー ビール と周辺の名刹

(18年 6月  グルメ部 と共催 )、 林芙美子記念館 (19年 11月 )、 小山の及川鳴 り物博物館(20年 9

月)と 多彩な足跡を残 している。

郷土研究会は、“東久留米七福神巡 り"(14年 10月 )を 始めに活

動を開始。翌年“水 と緑 と武蔵野の面影を尋ねて"(15年 9月 )を

催行、柳窪の旧家 (村野家、野崎家 )、 神社、小平さいかち窪、南沢湧

水池、竹林公園を尋ねた。昼食に食 した「柳窪 うどん」の味は忘れ

がたいものとなっている。17年 10月 には市指定無形民俗文化財で

ある「南沢獅子舞」見学を雨天の下挙行。最近では南沢水道施設・

自由学園などの見学 (20年 12月 5日 -7頁写真参照)を実施 した。
東久留米七福神巡り (浄牧院)
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会 の 運 営 とそ の活 動

名   称 内  容

定時総会 年度基本方針の決定 4/6平成 20年度 第 14回総会実施

役員会 方針の管理 隔月第 1日 曜

広

幸長

社の西北 校友に情報を発信する会報紙 年一回 約 1200部 発行  平成 7年創刊

東稲ニュース 会員に情報を発信する機関紙 隔月  約 180部発行  平成 13年創刊

ホームページ*1 早く広 く発信する電子情報紙 アクセス数 約 23,000  平成 13年開設

懇親会 1/26新 年会  4/6総会  10/15深 秋コンパ

部

サ
|

ク
ル

講演会 3回実施  *2
映画鑑賞会 米光会員の名解説付きで毎回満員 (約 300名 )(財 )豊島修錬会 と共催  *3

女  性 9/28「 小山の及川 11烏 り物博物館」見学

散策山歩き 11/21 日和田山から高麗神社を巡る

ゴル フ 春秋 4回実施 (内 2回 は稲門会及び三田会 との対抗戦 )

囲 碁 毎月第 4日 曜 6/7オール早稲田囲碁祭 9/28稲穂会囲碁大会 11/29,30合 宿

俳  句 毎月第 3日 曜  10/19,20 湯河原で吟行

書  道 毎月第 2日 曜 10/29市民文化祭へ 12名 出展  9/5,6 四万温泉で錬成会

太極拳 毎週土曜新体制で実施

グルメ 不定期 グルメと街の探訪 とをミックスして 2倍楽 しむ新企画 *4
郷土研究 12/5 南沢水道施設 と自由学園の見学

ウォーキング 山手線一周巡り JR高 田馬場駅から内回り目黒駅まで 第 26回～29回

カラオケ 7月

スポーツ観戦 早慶野球,ラ グビー戦

芸術鑑賞 3/4日 本フィルコンサー ト  7/18中村紘子 トーク&コ ンサー ト

お誕生会 毎月第 3水 曜に誕生月の会員と有志会員で祝 う

*l http://homepage2.nifty.com/35292/

で広報全てが見られます
*2 4/6「中国が “世界の工場"な ら

日本は“世界のア トリエ't国米家己二会員
6/1「映画玉手箱の一こばれ話」米光慶二郎会員
12/6「司馬遼太郎の世界」  米光慶二郎会員

*34回 開催 1/13「 禁 じられた遊び」 5/30「 めまい」
8/20「 エデンの東」11/27「シェーン」

*4 3/28 下町名物 「土手の伊勢屋」の天丼と
浅草演芸ホールで落語を楽 しむ

10/21横浜中華街と山下公園

平成 20年度東久留米稲門会収支決算書

(自 平成 20年 1月 1日 至平成 20年 12月 31日 ) 単位  「ヨ

収 入 の部

金 額 |

総会費

通信費

印刷費

消耗品費

交際費

会議費

部会補助金

「社の西北」

製作費

ホームページ

イベン ト

補助金

寄付金

弔慰金

繰越金

252,879

50,030

11,530

26,683

64,500

22,600

90,000

総会収入

年会費

祝金

校友会補助金

利息

雑収入

前期繰越金

245.0001

477,000

20.000

57,000

216

133,274

84,071

195,033

30,000

31,965

25,435

56,500

159,406

支出の部

科  日 金  額 科  目

合  計 1,016,561 合  計 1,016,561

誕生会第一回 (平成19.10)
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東久留米稲門会々長 市 川  英 雄

皆様にはますますお健やかにお過ごしのことと思います。

昨年は後半以降世界的不況が深まり、持ち越 してお りますので、本年は波瀾の一年になりそ うです。

まずは、心身ともに健康で、心豊かに過ごしたいと思ってお ります。

わが母校の募金活動は、昨春 目標額を達成 しましたが、あらためて皆様のご協力に感謝 いたしま

す。明年は校友会設立 125周年にあたり諸行事が予定されると思いますが、心のふるさとを再認識

いたしましょう。

“袖す り合 うも他生の縁"と いわれていますが、稲 門というベ ースで結ばれ た皆様 は 「われら

の仲間」です。会の諸行事に積極的に参加 して友好を深め、日々の生活の潤いとしてください。

皆様のご健勝を心からお祈 りいたします。

21年度事業計画

I 基本方針  1)会員相互の親睦をはかる 2)早稲田大学の発展に寄与する 3)東久留米市の発展に

寄与する

Ⅱ 実行計画  1)サ ークル活動の推進  2)広報活動充実  3)近隣稲門会、三田会との交流活発化

4)校友会会費納入キャンペーンの協力 5)大学、校友会主催会議、行事への参加 6)三多摩支部主

催行事への参加 7)映画鑑賞会の定期開催 8)当 会主催講演会の定期開催 9)新企画の開発と実施

Ⅲ 会員増計画の推進 1)魅 力ある当稲門会を多くの校友に知ってもらう 2)会員周囲の未加入校友に

働きかけをする 3)総会案内、「社の西北」配布時に入会を働きかける

親睦、自己啓発、母校。地域社会への貢献を目的としています。政治、宗教、営業とは一切無縁です。

互いに見間を深める、体を鍛える、或いは趣味を生かす身近なコミュニティです。多彩な部会が同好の士の集

まりで活発に行われています。お望みの同好会の創設も可能です。

年会費3、 000円。入会金不要。

お問い合わせ・お申し込みは 口"事務局・平山正径 ■L473-3289まで。
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岡田 富雄さん (昭和 35年・法 )

安楽 孝雄さん (昭和49年・商研―博 )

深沢 政次さん (昭和 28年・政経 )

坂本信太郎さん (早大名誉教授 )

ポケットパーク(編集後え)

○“温故知新 "、 そんな思いもあって、当地ゆか りの早大先達の追跡を

試みた。そ して大正期 に二人の早大生に遭遇することが出来た。両先

輩の足跡を辿ることによって、よ り早稲田を知 り、よ りわが町東久留

米 を身近に感ずることにもなった。隠れている史実はまだまだある

に違いない。後 日の探求に委ねたいと思 う。

○取材にあた り、両先輩のご子息である藤井猷孝 さん、村野建彦さん

そ して矢部不三雄 さんには一方な らぬお世話、ご協力を戴いた。ここ

に深甚なる謝意を表 します。(比 護 )

平成 20年 6月逝去

平成 20年 7月逝去

平成 20年 9月 逝去

平成 20年 9月 逝去

「社の西北」第15号 2009年 3月

発 行 人 市川英雄

編 集 人 比護喜一郎

編集委員 松崎 博 菱山房子
河村洋子 伊東 毅

事務局長 平山正往

題  字 高橋 勤

印 刷 所  1株)国 栄
東久留米市八幡町3-6-22
TEL.042(471)1261(イ t)

早稲田を思い、東久留米を語るコミュニティ ー 東久留米稲門会入会の勧め

惜 別
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